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はじめに
次期小学校学習指導要領の解説において、子どもたち

が成人する頃の社会の状況について、「厳しい挑戦の時
代」「予測が困難な時代」「急激な少子高齢化」「成熟
社会」等（文部科学省、p.1、2017）と表現されている
が、現在、社会の要請から、キャリア教育においても、
「基礎的・汎用的能力」を身に付ける重要性について叫
ばれている。キャリア教育において育成すべき「基礎
的・汎用的能力」は、「人間関係形成・社会形成能力」
「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリ
アプランニング能力」（文部科学省、p.15、2011ａ）だ
と示されているが、具体的にはどのような能力なのだろ
うか。また、それらを発揮したり身に付けたりするため
には、どのような土台が必要なのだろうか。そして、今
求められているこれらの能力を、子どもたちに身に付け
させるために学校教育が果たすべき役割とはどのような
ものなのだろうか。

中央教育審議会答申において、「これからの教育課
程には、社会の変化に目を向け、教育が普遍的に目指
す根幹を堅持しつつ、社会の変化を柔軟に受け止めて
いく『社会に開かれた教育課程』としての役割が期待さ
れている」（中央教育審議会、p.19、2016）と述べられ
ている。また、「よりよい学校教育を通じてよりよい社
会を創るという目標をもち、教育課程を通してその目
標を社会と共有していく」（中央教育審議会、p.19-20、
2016）ことの重要性についても述べられている。これ
まで以上に、学校で学ぶことと社会のつながりを意識し
たカリキュラム・マネジメントが求められているのであ
る。

そして、「これからの教育課程や学習指導要領等は、
学校の創意工夫の下、子供たちの多様で質の高い学び
を引き出すため、学校教育を通じて子供たちが身に付

けるべき資質・能力や学ぶべき内容などの全体像を分か
りやすく見渡せる『学びの地図』として、教科等や学校
段階を越えて教育関係者間が共有したり、子供自身が学
びの意義を自覚する手掛かりを見いだしたり、家庭や地
域、社会の関係者が幅広く活用したりできるものとなる
ことが求められている。教育課程が、学校と社会や世界
との接点となり、さらには、子供たちの成長を通じて現
在と未来をつなぐ役割を果たしていくことが期待されて
いるのである。」（中央教育審議会、p.20、2016）とも
説明されている。キャリア教育におけるカリキュラムも、
「学びの地図」となることや、子どもたちが自分や社会
の未来を切り拓く能力を身に付けていくことに貢献する
ことが求められているのである。

１．研究の目的・方法
まず、「基礎的・汎用的能力」の土台にあたる原動力

ともなる資質・能力を明らかにする。
次に、「社会に開かれたカリキュラム」となるように、

目指す子ども像や育む資質・能力、教師の手立て例等も
見える化された義務教育期間の「基礎的・汎用的能力」
の土台となる能力を育成するカリキュラムを作成する。

２．研究の実際
２ー１　「基礎的・汎用的能力」の土台について考える
①　現代社会における課題をもとに、

「基礎的・汎用的能力」の土台について考える
本田は、「現代はすでに『近代社会』とは異なる諸特

性をもつ『ポスト近代社会』に相当足を踏み入れた状態
であるとみなすことができる」（本田、p.7、2005）と
述べている。「近代社会」は、「『業績主義』を人々の
社会的位置づけに関する支配的なルールとする社会」
であり、「『メリトクラシー』」（本田、p.11、2005）
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と呼ばれるのに対し、本田は、「ポスト近代社会」を、
「メリトクラシーの亜種ないし発展形態」の「『ハイ
パー・メリトクラシー』」（本田、p.21、2005）と呼ん
でいる。

稲垣は、「メリトクラシー（業績原理）の前提におい
て、業績として想定されているのは本人がもともともっ
ている能力であって、努力がそれほど大きな意味をもっ
ているわけではない。」（稲垣、p.197、2017）と説明
している。しかし、稲垣は、日本においては、「努力し
て能力を発揮すれば、ライフチャンスが広がってきっ
と望ましい生活ができるようになるはずだという信念
（メリトクラシーの神話）が学校教育を支えてきたので
ある。」（稲垣，p.196、2017）、「生まれでも才能で
もなく、努力が重視される。」（稲垣，p.198、2017）
と、日本の教育の特徴について挙げている。そして、そ
の特徴を、「日本型メリトクラシー」＝「努力型メリ
トクラシー」（稲垣、p.198、2017）と表現し、「プラ
スイメージとマイナスイメージの両方をともないなが
ら、日本の教育を支える文化になってきたことは間違い
ない。」（稲垣、p.199、2017）と述べている。「能力
や才能のなさを補填する態度としてマイナスに評価され
る場合もあるだろう」（稲垣、p.199、2017）が、目標
に向かって「努力できる能力」や「努力の仕方が分かる
能力」は、現代社会においても求められる「基礎的・汎
用的能力」の土台となる能力の１つではないかと考える。
しかし、本田は、「ハイパー・メリトクラシー」と称さ
れる現代社会のもとで要請される能力のことを「ポスト
近代型能力」（本田、p.22、2005）と呼び、その能力を
構成する諸要素は、努力やノウハウとはなじまない性格
のものである。」（本田、p.23、2005）と述べている。

稲垣は、「ポスト近代型能力」について、「文部科
学省の掲げる『生きる力』に象徴されるような、個々
人に応じて多様でありかつ意欲などの情動的な部分ー
『ＥＱ』！ーを多く含む能力である。既存の枠組みに適
応することよりも、新しい価値を自ら創造すること、変
化に対応し変化を生み出していくことが求められる。組
織的・対人的な側面では、相互に異なる個人の間で柔
軟にネットワークを形成し、その時々の必要性に応じ
てリソースとして他者を活用できるスキルをもつこと
が重要になる。」（本田、pp.22-23、2005）、具体的に
は、「多様性・新奇性」「意欲、創造性」「個別性・個
性」「能動性」「ネットワーク形成力、交渉力」（本
田、p.22、2005）と説明している。今後求められる能力
は、知識・理解レベルだけの能力でないことは明らかで
ある。それらの土台となる能力も同様であろう。

「キャリア発達」とは、「社会の中で自分の役割を果
たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程」

（中央教育審議会、p.17、2011）と定義付けられている。
それと照らし合わせてみても、自分らしい生き方を実現
する過程で出会う課題も置かれた状況等も人それぞれで
あり、ノウハウだけで乗り越えていけるはずもない。

また、現代社会は「答えなき時代」（奈須・諸富、
p.11、2011）とも言われるように、現代社会における課
題に対して唯一無二の正解があるわけではない。これま
での価値観や手法だけで解決することが難しい課題も多
く、他者と力を合わせなければ、解決の糸口を見いだし
にくい。今後の社会を生き抜くためには、身に付けてき
た能力をそのまま活用するだけでなく、目の前の課題や
置かれた状況等に応じて、それらを加工したり、他者と
も協働して新たな課題解決方法を生み出したりしながら、
臨機応変に対応していくための能力が必要なのである。

しかし、それらを身に付けることは、本当に努力とな
じまないものなのであろうか。

稲垣は、「個性や創造性、ネットワーク形成力を『詰
め込む』ということは、笑い話か笑えない悪夢でしかな
い。これらの柔軟で不定型な、しかも各人各様であるこ
とを期待されている能力は、どのようにすれば形成され
るのかについて社会的に合意されたセオリーはいまだ確
立されていない。どうすればそれを手に入れられるの
か、誰にもはっきりとはわかっていない。かろうじてい
えるのは、（中略）、個々人の生来の資質か、あるいは
成長する過程における日常的・持続的な環境要件によっ
て決まる部分が大きいであろうということだ。その理由
は、個々人の人格や感情、身体などと一体化したもの
であるからである。このことは、『ポスト近代型能力
の形成にとっては家庭環境という要素がおそらく重要
化するということを意味している。』」（本田、pp.23-
24、2005）と述べている。「詰め込む」という手法で、
今後求められている能力の育成できないことは明らかで
あろう。しかし、「努力」＝「詰め込む」ではないはず
である。「努力できる」ということは、自分がたどり着
きたい姿の実現を目指して、壁や困難にぶち当たろうと
も、前向きに前に歩み出し続けることができる能力だと
考える。その能力を発揮するためには、「意志」をもっ
たり、「前に踏み出すための術」を身に付けたりするこ
とが重要である。また、「努力できる」「努力を惜しま
ない」等というように、自分を突き動かす「意志」をも
てるものに出会うことは、「自分らしい生き方を実現し
ていく過程」（中央教育審議会、p.17、2011）において
重要である。「意志」をもてるからこそ、実現するため
の術を主体的に獲得していこうとするのである。この能
力は、経済産業省が挙げている「社会人基礎力」の中の
１つ「前に踏み出す力〜一歩前に踏み出し、失敗しても
粘り強く取り組む力〜」（経済産業省、2006）と同様
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の能力であると考える。この能力は、土台にあたるもの
ではないかと考える。

稲垣は、Ｐ.ブラウンが用いた「ペアレントクラ
シー」１）という言葉を挙げながら、「子どもの能力と
努力によってライフチャンスが方向付けられる『メリト
クラシー』よりも、親の財産や願望によって教育の成果
や選抜が決定される度合いがより高い『ペアレントク
ラシー』の傾向が高くなっているというのである。」
（稲垣、p.50、2017）と述べている。置かれた家庭環境
によって、子どもたちの教育に格差が生じてしまう事実
があることは否定できない。だからこそ、格差を減らし、
子どもたちが前に踏み出すための能力を身に付けるため
には、日本に暮らす全ての子どもに保障される義務教育
が果たすべき役割は大きい。

②　就業に関するスキルの研究をもとに
「基礎的・汎用的能力」の土台について考える

表１は、川嶋が整理した「就業に関するスキル」であ
る。

表１　「川嶋が整理した『就業に関するスキル』」

川嶋は、「『ジェネリック・スキル』を「高校までの
教育においてその土台が形作られ、学士課程教育を通じ
て形成されていくもの」（川嶋、p.56、2011）と、考え
ている。義務教育段階においては、もちろん、特定の職
業や組織、仕事に限定したスキルではない。高等教育で
育むことをねらう「ジェネリック・スキル」の土台とな
るのが、義務教育９年間で育む「基礎的・汎用的能力」
であり、それらを見極める必要がある。

国立教育政策研究所は、卓越した職員とそうでない職
員へのインタビューを分析したマクレランドの「社会の
中で働く大人が成功する要因は何か」を探った研究の結
果を例に挙げ、資質・能力と就業能力の関係を明らかに
しようとしている。優れた業績の要因は、「①異文化の
人の真意を発言から聞き取る対人関係感受性、②敵対す
る人も含め他者の尊厳と価値を認めて前向きな期待を持
ち続ける信念、コミュニティ内の権力関係など政治的な
ネットワークを迅速に察知する力」（国立教育政策研究

所、pp.41-42、2016）であるという。
しかし、この分析は、外交官という職業に特化した分

析であるため、「極めて領域固有な能力」（国立教育政
策研究所、p.46、2016）、「企業の人材管理でコンピテ
ンシー・モデルがうまく働いているのだとすれば、それ
は、職務によって評価対象の状況が限定されているため
かもしれません。それは、学校という場で様々なことを
学ぶ児童生徒たちと、条件や目的が大きく違います。」
（国立教育政策研究所、p.47、2016）という批判もある。

具体的にどの分野に関する「感受性」「信念」「察知
する力」なのかということは職によって異なるにせよ、
これらの力は、「基礎的・汎用的能力」であると考える。

しかし、例えば、「信念」をもっていたとしても、
「信念」が揺らぐ時は長い人生の中で何度となく起こる
ものである。そういった「信念」が揺らぐ時を支えるも
のは何かを見極めていく必要がある。それこそが、「基
礎的・汎用的能力」の土台に当たるものであると考える。

③　離職率をもとに、
「基礎的・汎用的能力」の土台について考える

厚生労働省の2016年の調査によると、2013年に
は、大学卒新入社員のうち、３年以内の離職率は31.9％
（内訳：１年以内12.8％、２年以内10.0％、３年以内
9.1％）となっていたが、2016年には、３年以内の離職
率は、11.3％（内訳：１年以内11.3％）と下がってはい
る。2013年においては１年以内の離職率が最も高かっ
たが、2016年の内訳は１年以内のみとなっている。他
の校種を見ても、短大等卒の離職率は17.4％（内訳：１
年以内17.4％）、高等学校卒の離職率は17.2％（内訳：
１年以内17.2％）、中学校卒の離職率は40％（内訳：
１年以内40％）となっており、どの校種卒においても、
内訳は１年以内に離職する者ばかりとなっている（厚生
労働省、2016）。

独立行政法人労働政策研究・研修機構によると、新卒
３年以内の離職者における離職理由は、男性の場合、高
校卒の１位は「人間関係」であり、「やりたいこと」よ
りも「賃金」を理由に離職する傾向が強い（独立行政
法人労働政策研究・研修機構、p. 91、2017）。２位は
「労働時間・休日・休暇の条件」「賃金の条件」となっ
ている。専修・短大・高専卒男性の場合、１位は「キャ
リアアップ」、２位は「労働時間・休日・休暇の条件」、
３位は「自分がやりたい仕事と異なる」となっている
（独立行政法人労働政策研究・研修機構、p.91、2017）。
大学・大学院卒男性の場合は、１位は「労働時間・休
日・休暇の条件」、２位は「自分がやりたい仕事と異な
る」、３位は「肉体的・精神的健康を損ねた」となっ
ている（独立行政法人労働政策研究・研修機構、p.92、

Generic
Skills

あらゆる職業を越えて活用できる
「移転可能Transferable」なスキル

Vocational
Skills

特定の「職業」に必要な特定の
「技術的」スキル　（あいまい）

Employer-wide
Skills

特定の「組織」で必要なスキル
（日本企業が重視してきた）

Job-specific
Skills

特定の「仕事」に必要なスキル
（OJTが基本）

（川嶋、p.54、2011）を改変
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2017）。
女性の場合は、いずれの学歴も、「労働時間・休日・

休暇の条件」「肉体的・精神的健康を損ねた」「人間
関係がよくなかった」が上位４項目以内に入っている
（p.93）。

これらの結果を見ても、思い描いていたことと現実の
違いをもとにした理由が多いと考える。就く職業とその
仕事内容、やってみたい仕事と就く職業等の整合性を検
討したり、やってみたい仕事に関わる職業等を把握する
ようなキャリア選択肢の幅を広げたりする経験が、就職
までの過程の中であまり行われていないことに起因する
のではないかと考える。

また、キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」
は、「『４領域８能力』２）」においては焦点化されて
こなかった『自己管理』の側面、例えば、忍耐力やスト
レスマネジメント」なども重視するものである」（文部
科学省、p.15、2011ａ）とされている。「労働時間・休
日・休暇」や「肉体的・精神的健康」に関しては、忍耐
力はかえって働く者を苦しめる方向へ向かわせてしまう
が、メンタル面の理由が離職理由の上位に挙がっている
点から考えても、忍耐力やストレスマネジメントをする
能力を身に付けることは、とても重要である。他の「基
礎的・汎用的能力」が抜きんでていたとしても、これら
の能力がないと、発揮することができないのである。

諸富は、「“グランドスキル”こそ、仕事ができる人間
になるうえで必要なもの」（諸富、p.92、2013）である
と述べている。この「グランドスキル」について、諸富
は、「『仕事で想定外のことがあった時に、どう平常心
を取り戻すか』『批判を受けた時に、どうやってできる
ことをしていくか』といったスキル以前のスキル、スキ
ルの基盤となっているスキル」（諸富、p.92、2013）と
具体的な例を挙げている。子どもたちに「『いざという
ときにはなんとかできる』という自信の根源となる“グ
ランドスキル”」（諸富、p.92、2013）を身に付けてい
くことが重要である。

また、諸富は、「ほどよい依存ができるようになる
ためには、ヘルプシーキング（援助希求・非援助志向
性）を発揮して、つらい気持ちを相談する。ほどよく
人に頼りながら生きていくことが必要」（諸富、p.110、
2017）と述べているが、困った時に誰に頼ればよいか
が分かるということも「基礎的・汎用的能力」の土台に
あたると考える。

筆者が、自身の小学校教員としてのキャリア形成の過
程で、仕事に対するマイナスのモチベーションをプラス
に変えたものは何であったか分析すると、「自分のミッ
ションが明確になること」「目指している先輩教員の働
く姿を目にすること」「同じ目標をもって切磋琢磨して

いる仲間（同志）の存在」「子どもの成長した姿」「職
場以外での自主的研修の場で受ける刺激」等であった。

これらのことからも、「基礎的・汎用的能力」の土台
にある未来に向けて歩み出すためのスキルは、「折れな
い・しなやかな心」「自分を支えている存在に気付く
力」「人と深いかかわり合いを生み出すことができる
力」「必要な援助を求めることができる力」等ではない
かと考える。

④　キャリア教育で求められていることを見つめ直し、
「基礎的・汎用的能力」の土台について考える

諸富は、「キャリア教育が子どもの心を追い詰める」
と題して、キャリア教育にについて、「『どんな人生を
送りたいのか』キャリア意識を抱かせ、自分のキャリア
について深い自覚をもたせるための教育」（諸富、p.30、
2013）と述べ，文部科学省が子どもに身に付けること
を目指す「生きる力」について、「『生きる力』といえ
ば、耳触りのいい言葉のように聞こえますが、キャリア
教育は、単に『生きる力』というよりも、『生き残る
力』『サバイバルできる力』を身につけさせようとす
る教育です。また、そのような力を育てるものでなけ
れば、役立ちません。」と言及している。（諸富、p.30、
2013）

「生き残る力」「サバイバルできる力」をいうと、頑
丈な太い柱のような心をもつイメージが湧いてくるが、
諸富の言うそれらの力は、「へこたれない力：困難なこ
とが起こっても、慌てずに行動し、回復する」（深谷、
p.116、2015）という「レジエンス」と言われるしなや
かな心の力と同様のことを指していると考える。

⑤　「学びに向かう力」をもとに、
　　「基礎的・汎用的能力」の土台について考える

次期学習指導要領で育成を目指している資質・能力の
三つの柱は、「『高等学校を卒業する段階で身に付けて
おくべき力は何か』という観点や、『義務教育を終える
段階で身に付けておくべき力は何か』という観点を共有
しながら、各学校段階の各教科等において、系統的に
示されなければならないこと」（中央教育審議会、p.74、
2016）とされている。その際に、義務教育前の幼児教
育において育みたい資質・能力とその後の教育で育む資
質・能力の関係についてとらえておかねばならない。

「国際的にも忍耐力や自己制御、自尊心といった社
会情動的スキルやいわゆる非認知的能力を幼児期に身
に付けることが、大人になってからの生活に大きな差
を生じさせるという研究成果」（中央教育審議会、p.72、
2016）が挙がっており、これらの力は、義務教育期間
に身に付けるべき「基礎的・汎用的能力」の土台にあた
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ると考える。この社会的情動スキルや非認知的能力にあ
たる資質・能力は、次期学習指導要領で育みたい資質・
能力の柱の一つ「学びに向かう力・人間性等」にあたる
資質・能力ではないかと考える。

幼児教育で育まれる「学びに向かう力・人間性等」を
義務教育期間にどのように育んでいくべきかを明らかに
していく必要がある。

２ー２　作成した「グランドスキル獲得
カリキュラム（案）」について

「基礎的・汎用的能力」の土台にあたる能力を育成す
るカリキュラムを、「グランドスキル獲得カリキュラ
ム」と名付けた。義務教育期間の９年間のうち、第２学
年、第４学年、第６学年、第８学年の偶数学年を、キャ
リア教育重点学年と考え、それらの４つの学年において、
子どもたちが、揺らぎながらも、自信をもって前に歩み
出していくために必要な思いや願い、資質・能力等をど
のようにつなげていくのか、段階的に表現した。それだ
けでなく、それらのつながりをとらえやすくするために、
「思いや願いを表出させる」「資質・能力を身に付け
る」「資質・能力を蓄積させ、活用できるようにする」
等の教師の手立て、子どもの姿や表現物例等が見える化
されたカリキュラムになるように工夫した。

図１、図２、図３、図４と図５がそのカリキュラム案
である。

３．成果と今後の課題
諸富は、「人生とは、『答えなき問い』を引き受

け、問い続けるプロセスそのものである」（奈須・諸富、
p.11、2011）と述べているが、義務教育９年間の学びや
育ちのプロセスが見える化されたカリキュラムを作成す
る必要があると考え「グランドスキル獲得カリキュラム
（案）」を作成した。

目指す子どもの姿を共有するために、具体的な子ども
の発言や表現物の例をカリキュラムの中に入れた。その
ため、教職員間で目指す方向性は共有しやすいと考える。
しかし、スペースの関係で、例を複数挙げるとことは難
しいため、限定的な子ども像ではないかという指摘を受
ける可能性もある。しかし、目指す子ども像を言葉で掲
げるだけでなく、そこに導くための具体的な戦略の共有
こそが、教師の授業を変え、学校にいる一人ひとりの子
どもの学びと育ちをよりよい方向に導くことが可能に
なってくる。見える化には限りがあるとしても、このよ
うな型のカリキュラムが、授業を主体的・対話的で深い
学びに導くための熟議をする上での手掛かりとなってい
くことを期待したい。今後、作成するだけのカリキュラ
ムから、授業デザインや教師の手立てレベルの共有を図

り、活用することができるカリキュラムを作成していく
必要性を感じている。

また、保護者や地域社会と目指す子ども像を共有でき
る「社会に開かれた教育課程」にしていくためにも、具
体的な手立てレベルまでも共有できている教職員集団と
なることを目指していることが伝わる、このようなカリ
キュラムの作成が求められるのではないかと考える。

註

１）「ペアレントクラシー」とは、イギリスの教育社会学者

のＰ.ブラウンが言う「家庭で培われる能力やパーソナリ

ティをもった家庭に育った子どもが、学校や進路選択にお

いてより有利になる状況」（稲垣、p.50、2017）のことで

ある。

２）「４領域８能力」とは、「『キャリア教育の推進に関す

る総合的調査研究協力者会議報告書』（2004）で広く知

られるようになり、単に『４領域８能力』というように

『例』を省略して呼びならわされるようになった」（文部

科学省、p.13、2011a）、「キャリア発達にかかわる諸能

力（例）」のことである。

図１　カリキュラム案の表紙
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図２　「グランドスキル獲得カリキュラム」の１ページ目（第１期）
（藤上、p.66、2015）の図８を参考にして作成
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図３　「グランドスキルカリキュラム」の２ページ目（第１期）
（藤上、p.67、2015）の図９を参考にして作成
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図４　「グランドスキルカリキュラム」の３ページ目（第２期と第３期）
（都留覚、藤上真弓、p.94、2012）から引用、（藤上、p.140、2014）の図３を改変
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図５　「グランドスキルカリキュラム」の４ページ目（第２期と第３期）
（都留覚、藤上真弓、p.94、2012）と（藤上、p.140、2014）の図５、

（Ｎ・Ｅ・アムンドソン、Ｇ・Ｒ・ポーネル著、河﨑智恵監訳、pp.61-62、2005) を改変
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付記

本稿は、平成29年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））

（研究代表者：𠮷川幸男　課題番号17H02703）による研究成

果の一部である。
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